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（いぎょうてい）

周囲堤

洪水調節池化の工事
第１調節池 1971年
第２調節池 1972年
第３調節池 1998年

渡良瀬貯水池
1989年

１ 渡良瀬遊水地の
洪水調節の役割
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洪水調節池

越流堤
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渡良瀬遊水地の役割

渡良瀬川、思川、巴波川の洪水を調節して
利根川の洪水への影響をゼロにする。

17,500㎥/秒（利根川水系河川整備基本方針（2006年）

14,000㎥/秒（利根川・江戸川河川整備計画（2013年）

単位 ㎥／秒

17,500
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渡良瀬遊水地の洪水調節容量

 第１調節池 11,710万㎥

（谷中湖の1,00万㎥を含む）

 第２調節池 3,560万㎥

 第３調節池 1,910万㎥

計 17,180万㎥

第２調節池を掘削して洪水調節
容量を500万㎥増やす計画が
あったが、今はなくなっている。
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昔ここに谷中村
があった

田中正造翁

２ 渡良瀬遊水地の歴史
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1907（明治40）年、強制破壊後も谷
中残留民は仮小屋を作り、たたか
いを続けた。



渡良瀬遊水地がつくられるまで（１）

1877（明10） 古河市兵衛、足尾銅山精練所創業。

1885（明18） 足尾鉱毒、渡良瀬川沿岸に広がる。

1891（明24） 田中正造、第二回帝国議会で鉱毒問題を質問、鉱

業停止を要求。

1896（明29） 大洪水、鉱毒被害は渡良瀬川・利根川・江戸川流

域の1府5県におよぶ。。

1897～98 鉱毒被害民3回にわたる東京押し出し（要請行動）。

1900（明33） 第4回東京押し出しで川俣事件勃発。逮捕者100余

名。鉱毒問題に世論高まる。
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1901（明34） 田中正造、国会で最終演説、議員を辞して明治天皇

に直訴。

1904（明37） 正造、谷中村に入村。栃木県議会、秘密会で谷中村

買収遊水地化案を可決。

1907（明40） 栃木県、谷中村残留民家屋を強制破壊。強制破壊後

も残留民は仮小屋を作り、10年間たたかい続けた。

1913（大 2） 田中正造死去。

1918（大７） 渡良瀬川の付け替え工事完了。

1922（大11） 遊水地化の工事（築堤等）が完了。

1945（昭20） 遊水地に流入土砂が堆積し、赤麻沼が土砂で埋まる。
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渡良瀬遊水地がつくられるまで（２）



渡良瀬遊水地の建設目的

① 利根川の洪水対策

② 足尾鉱毒の反対運動の沈静化を図る。

（遊水地によって氾濫を防げば、鉉毒被害もなくなるという幻想を与え

る。）

③ 巨大な鉱毒溜めをつくり、鉱毒が首都東京の市街地や千葉行徳の

塩田に流下することを防ぐ。

移転にあくまで反対する谷中村村民１６戸の家屋を強制破壊して、渡

良瀬川の付け替え工事は進められた。付け替え前の渡良瀬川は、現在

の栃木・群馬の県境を流れていたが、赤麻沼に直結するように付け替え

工事が行われた。
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足尾地区から流出した鉱毒混じりの膨大な土砂が堆積していった。
（年間堆積量 約７０万㎥）

渡良瀬遊水地への土砂堆積
1945（昭和20）年には赤麻沼が土砂で埋まる。

（資源科学研究所彙報 第530）
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（出典：国土交通省「渡良瀬遊水地
湿地保全・再生基本計画」

1960（昭和35）年の
渡良瀬遊水地

沼が点在する自然豊
かな湿地へ
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渡良瀬遊水地は本州以南最大の低層湿原へ
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広大なヨシ原に多種多様な動植物

植物：約１０００種
絶滅危惧種（準絶滅危惧種を含む）は、59 種

昆虫：約１７００種（絶滅危惧種23）
当地固有種も数多い（例．ワタラセハンミョウモドキ）

鳥類：２５２種（絶滅危惧種44）
特に目を引くのは、ワシタカ類、ハヤブサ類、フクロウ
類など猛禽類の種数、個体数の多さ。今までの確認によ
れば、シタカ科15種、ハヤブサ科4種、フクロウ科5種、
合計24種に及ぶ。
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谷中村跡地

１９７２年５月
貯水池計画が具体化

谷中村跡地に杭が打たれる

↓
谷中村遺跡の保存運動

↓
ハート形の貯水池で合意

１９７６年から掘削

１９８９年完成
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３ 渡良瀬貯水池
（谷中湖）の経過



「谷中村遺跡保存の闘い」（針谷不二男）

（「新・渡良瀬遊水池」（住民協議会）より）

１９７２年当時の写真
針谷不二男さん
（2014年2月没、享年88歳）
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渡良瀬貯水池の水利権者

渡良瀬貯水池（谷中湖）
が引き起こした江戸川の
水道水カビ臭事件（1990
年8月）
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（関東地方整備局）
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東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ渇水対応行動計画 （関東地方整備局）

2020年は､干し上げの時期を早めて貯留期間を長く取ることで､利水容量への貯留に努めます。



４ 渡良瀬遊水池
を守る利根川住民
協議会の取り組み

1990年、かけがえのな
い自然と公害の原点と
しての重い歴史を持つ
遊水池を開発計画か
ら守るために発足
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ゴルフ場の増設計画

第２貯水池計画の浮上

１９９０年
渡良瀬遊水池の
更なる開発計画
（アクリメーションラン
ド計画）

渡良瀬貯水池

利水容量 ６４０万㎥

治水容量 ５００万㎥

貯水容量 １，１４０万㎥

（その後、立ち消えになった。）
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第２貯水池計画
を中止させるた
めのたたかい
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第２貯水池計画
の中止（2002年）



第２調節池の治水
容量増強計画の
浮上（2005年）
（500万㎥の掘削）

第２調節池を掘削して洪水
調節容量を500万㎥増やす
計画はその後、2010年の渡
良瀬遊水地湿地保全・再生
基本計画により、事実上、
なくなった。
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リバーフロント研究所報告

第20号 2009年9月
「渡良瀬遊水地における湿地
保全再生手法の検討」より

第２調節池のヨシ→オギ変化区域図 （1975年→2005年）

沼の消失でシギ・チド

リ類も生息が困難に
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５ 渡良瀬遊水地の乾燥化問題



乾燥化の主な原因
① 洪水調節池化により、遊水地に洪水が流入する頻度が激減。
② 渡良瀬川等の水位が低下し（砂利採取やダムの影響）、それ

に伴って地下水位が低下。
③ 工事のための排水路の設置

渡良瀬遊水地の乾燥化
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（国交省利根川上流河川事務所の資料より）

渡良瀬遊水地の乾燥化
渡良瀬遊水地の植物の確認種の変化（1941年→1985～95年）
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遊水地のかけがえのない自然

を保全しつつ、より豊かな湿地

の再生をはかり、生物の多様性

を高めていく。

６ 渡良瀬遊水地まるごと博物館 エコミュージアム・プラン

渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会

26



27

渡良瀬遊水地まるごと博物館の機能を円滑に進め、充実
をはかるためには、センター（中核施設）が必要です。

渡良瀬遊水地まるごと博物館 エコミュージアム・プラン

渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会



① 水路、浅瀬、沼を復元するた
め、必要最小限の掘削を行う。

② 水路を張りめぐらせ、浅瀬、
沼に水を供給するようにする。
（与良川の流量を増強）

③ 与良川の最下流部にゴム堰
を設置して、水位を高める（洪水
時は自動倒伏）

渡良瀬遊水池エコミュー
ジアム・プラン
（第２調節池）

与良川

渡良瀬遊水池を守る利根川流域
住民協議会
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シギ・チドリの浅瀬 （イメージ図） 大島英太郎・画

渡良瀬遊水池エコミュージ

アム・プラン
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渡良瀬遊水地湿地保全・

再生基本計画

－ 未来へつなげよう

渡良瀬遊水地の豊かな自然

と治水の働き－

国土交通省
利根川上流河川事務所
2010年3月

７ 国土交通省による
湿地再生計画（第２調
節池）
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国交省の湿地保全・再生基本計画による掘削の進め方

段階施工

掘削による湿地環境への影響を低減し、新たな知見を次段階にフィード

バックすることを目的として、 掘削順位と掘削範囲を段階的に定めた上

で掘削を実施することとする。

順応的管理

掘削により地下水位が変化し、これに影響される動植物の保全・再生の

メカニズムは複雑であり、当初想定した通りの結果は得られないことを

念頭におく必要がある。このため、モニタリングにより掘削の影響を評

価するとともに、環境学習等を通じて得られた情報も参考にして、掘削

方法、掘削順位、掘削範囲を変更するなど順応的な対応を図る。

モニタリングの体制

〇 渡良瀬遊水地湿地保全・再生モニタリング委員会

○ 住民意見の反映 31



国土交通省が湿地保全・再生基本計画を策定し、湿地
の保全再生を推進することになったことにより、
ラムサール条約湿地の登録への道が開かれた。

（栃木市のホ―ムページより） 32



（第12回渡良瀬遊水地湿
地保全・再生検討委員会
（2019年9月30日）の資料
より）

湿地再生のための
掘削地の位置図
（第２調節池）
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湿地再生のための掘削地（第２調節池）

第２調節池（約500㌶）のう
ち、
現況保全区域、掘削回避
エリア（植物重要種保全区
域）を除く掘削対象面積は
243㌶

現在までの進捗率は
85㌶÷243㌶＝35％

（第12回渡良瀬遊水地湿地保
全・再生検討委員会（2019年9月
30日）の資料より）

掘削地の名称 施工状況 面積（㌶）

湿性草地再生実験地 H22.11完成 1.4

環境学習フィールド(1)
H22.5完成（北側）、

H23.1完成（南側）
2.8

水位変勁型実験地
H23.3完成（左岸）、

H23.10完成（右岸）
2.5

環境学習フィールド(2) H24.6完成 2.5

湿潤環境形成実験地(1) H26.1完成 9.7

水位安定型実験地 H25.10完成 0.7

湿潤環境形成実験地(2)
H25.11完成（南側）

H26.9完成（北側）
8.2

ヨシ原再生実験地 H26.9完成 4.2

環境学習フィールド(3) H26.9完成 8.6

大型鳥採餌休息環境実験地 H28.12完成 13.6

環境学習フィールド（３）拡張部-1 H28.12完成 6.2

環境学習フィールド（３）拡張部-2 H30.3完成 3.8

湿潤環境境形成実験地（３） H30.3完成 12.2

環境学習フィールド（４） H30.3完成 4.0

人為攬乱型実験地 H30.3完成 4.7

85.1完成面積 34
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８ 渡良瀬遊水地
についての最近
の記事

下野新聞
2019年8月8日
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下野新聞2019年6月10日
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